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§２．研究実施の概要  

 

プロトン伝導性固体電解質を用いたアンモニア電解合成を行った。500℃付近で高いプロ

トン伝導性を示す BaCe0.9Y0.1O3-δ (BCY)を用いた研究では、BCY に焼結助剤として NiO を添

加したところ、焼結温度の低減だけでなく高いプロトン伝導性を発揮することを見出した。アンモニ

ア生成電極となるカソード材料を、反応場が二次元の Ag-Pd 電極（イメージ図左）から、反応場が

三次元の Ni-BCY サーメット電極に変更し、さらに窒素解離能の高い Ru を表面上に析出させたと

ころ（イメージ図右）、水素と窒素からのアンモニア生成速度が大幅に向上することを見出した

（5.30×10-10 mol s-1 cm-2）。15 時間の連続試験を行った場合、アンモニア生成速度は若干低下

するものの、電流密度は安定していた[1]。また、両極に Ni-BCY サーメット電極を用いて

水と窒素からアンモニア

電解合成を試みたところ、

既存の文献と比較して最

大となるアンモニア生成

速度（2.79×10-10 mol s-1 

cm-2）を達成した[2]。 
 200℃付近で高いプロトン伝導性を示す CsH2PO4/SiP2O7を用いた研究では、いくつかの

貴金属担持カーボン電極を用いてアンモニア電解合成を行った。窒素解離能の高い Ru/C を

用いた場合に高いアンモニア生成速度が得られた[3]。 

 

1) ECS Transactions, vol. 75, issue 42, pp. 43-52, 2017. 
2) J. Ceram. Soc. Jpn., vol. 125, issue 4, pp. 1-5, 2017. 
3) J. Electrochem. Soc., vol. 163, pp. E282-E287, 2016. 
 

 

 

 


